小麦粉漂白劑過酸化ベンゾイルのコクヌストモドキTribolium castaneumnに及ぼす影響 by 安江, 安宣
小麦粉漂白剤過酸化ベンゾイルのコクヌストモドキ
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グヌストモドキ類 Triboliumspp.， ヒラタムシ類 Laemophloewspp.，オオコグヌスト
TenebroiJes mauritanic叫ナガシγクイ Rhizoperthaゐminica，ヨクゾウ類 Calandraspp. 
たど鞘趨固に属する小型の甲虫類仰が多い.とのほか隣麹目に属する小蛾類としてはコナ







て，コグヌストモドキ Tr必oliumca!taneum (HERBST) = Syn. Tri・'boliumferrugineum 









後学名は B肱.er& Wharton (1963) : An introduction to aarologyによった.乙れは従来
Tylogl)φhus fmぜnaeといわれていた種煩である.





















過酸化ペンゾイル (C6Hs・CO)a02，二酸化塩素 Cl(h，臭素酸加里 KBrU3君主どがあり，


































1/20 1/10 1/5 1/2 
F 凶 同 凶 E 
1 日 日 100 100 100 100 ]00 
10 日 目 99 95 92 89 10日
20 日 日 96 94 81 48 100 
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